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研究成果の概要（和文）：本研究では、子どもの身体活動を推進するために、1) 身体活動に影

響をおよぼす環境的要因の検討、2) 身体活動の推進に関連する環境、社会、心理的要因の検討、

3) 子どもの身体活動の推進に重要であることが明らかになった環境要因に着目し、身体活動を

推進するための介入効果の 3 点について検証した。その結果、子どもの身体活動を推進するた

めの方策として、子どもを取り巻く環境要因に着目し働きかけを行うことが有効であり、本研

究で実施した支援方法はわずかではあるが身体活動の推進に効果がある可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The present study purposed to promote physical activity among
children on the basis of results in following studies; 1) to examine the association of
environmental factor with the physical activity, 2) to explore the effects of environmental, social, and
psychological factors on physical activity, and 3) to examine the influence of intervention
program focus on environmental factor on physical activity. The present study implies that
focused on environment factor was effective strategy, and slightly effect of the present
intervention program was confirmed for promotion physical activity.
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１．研究開始当初の背景
(1) 身体活動・運動の実施が、心身の健康上
好ましい影響を与えることは、多くの研究に
よって明らかになっている。しかしながら、
平成 18 年度国民健康・栄養調査によると、6
歳から 14 歳の 1 週間あたりの中等度以上の
運動時間が 0 分の割合が男性で 10.6%、女性
で 14.3%も存在する。成人と同様、子どもに

おいても身体活動・運動不足は肥満を引き起
こし、さらに肥満が原因となり、高血圧症や
脂質異常症、動脈硬化などの重要なリスクフ
ァクターとなることが明らかになっている。
我が国では、このような課題を解決するため、
子どもの身体活動・運動の現状や問題点を明
らかにし、子どもの身体活動・運動を推進す
るための指針を策定することが急務とされ
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ている。しかし、策定にあたりエビデンスが
必ずしも十分とは言えず、子どもの身体活
動・運動を促進させるための対策は不十分と
言わざるを得ない。子どもの身体活動・運動
を促進していくためには、身体活動・運動実
施に影響をおよぼす重要な要因を明らかに
し、我が国の子ども全体に対して広く普及で
きる実用的な支援方法を構築することが極
めて重要である。

(2) 諸外国では、子どもの身体活動・運動実
施に影響を与える要因の特定や身体活動促
進のための介入は、社会人口学的要因や心理
社会的要因に加え、環境的要因を含めたエコ
ロジカルモデルに基づいて研究を進めるこ
との重要性が指摘されている。日本における
子どもの身体活動・運動を促進する要因の検
討に関しては、特に心理社会的要因に着目し
た研究がわずかながら行われているが、環境
的要因も含め包括的に検討した研究が十分
に行われていないのが現状である。我が国に
おける身体活動を促進させるための介入研
究は、心理社会的要因に対し行動科学的手法
を用いて子どもへ直接的に教育をすること
により行われているが、エコロジカルモデル
に基づいた介入研究は存在しない。たとえば、
子どもの身体活動・運動を促進させるために
は、セルフ・エフィカシーや自尊感情、ソー
シャルサポートやモデリングといった心理
社会的要因に加え、運動用具や運動場所、通
学路などの環境的要因に着目した介入を行
うことの有効性が明らかにされている。日本
においても従来のアプローチに加え、環境的
要因に着目した介入効果を検討することは、
子どもの身体活動・運動を促進させるために
非常に有益であると考える。

(3) 我が国では、子どもの身体活動を支援す
る関連要因の研究は、質および量ともに十分
ではない。子どもの頃の運動習慣は、成人し
てからの身体活動習慣にも大きな影響をお
よぼすことが指摘されており、子どもの頃か
らの支援は健康教育上きわめて重要である。
本研究から、我が国の子どもにおける身体活
動を支援するための重要な要因が特定でき、
さらに我が国の子ども全体に対して広く普
及できる実用的な支援方法が提案できる。将
来の生活習慣病対策におけるポピュレーシ
ョン戦略の構築にも極めて重要な研究であ
り、多くの子どもの身体活動・運動の推進を
図るための対策の構築に貢献できると考え
られる。

２．研究の目的
本研究の目的は、子どもの身体活動を支援す
るために重要な要因を明らかにし、その要因

に対して介入を行い効果を検証することを
目的とした。具体的には、以下の 3 つの研究
を行った。

(1)我が国の子どもの身体活動を推進するた
めに、身体活動に影響をおよぼす環境的要因
を明らかにするための研究を行った。学校内
および自宅近隣の身体活動に着目し、校内身
体活動環境尺度および自宅近隣身体活動環
境尺度の作成を行った。また、学校環境およ
び自宅近隣の環境の認知の違いによる子ど
もの身体活動の差を検討した。

(2)我が国の子どもの身体活動推進に重要な
要因の関連性を明らかにするための研究を
行った。具体的には、環境的、社会的、心理
的要因からなるエコロジカルモデルに基づ
いて身体活動の推進に重要な要因を検討し
た。

(3)(1)および(2)の研究で、子どもの身体活
動の推進に重要であることが明らかになっ
た環境的要因に着目し、身体活動を推進する
ための介入を行った。具体的には、身体活動
に影響を与える学校環境の 1つである校庭を
芝生化することが身体活動に与える影響を
検討するため、校庭の芝生化前後における子
どもの身体活動量の変化について検討した。

３．研究の方法

(1) 子どもの身体活動を推進するために、身
体活動に影響をおよぼす環境的要因を明ら
かにするための研究に関して、小学生の子ど
もをもつ 20歳から 59歳の保護者 1,074 名を
対象にインターネット調査を実施した。また、
A 市の生徒 761 名に対し郵送法による調査を
行った。調査項目は、子どもの学内の中等度
以上の身体活動の実態について、業間の休み、
昼休み、放課後に実際に体を動かしている時
間、学外余暇身体活動および通学時における
身体活動実施時間(分)を調査した。また、A
市の児童 127 名に対し加速度センサー付歩数
計(スズケン社製ライフコーダ)装着により
昼休み(20 分間)における身体活動実施時間
および自己報告による放課後学内で実際に
体を動かしている時間を調査した。学内の環
境的要因は、子どもの学内の身体活動を支援
することに関する合計 15 項目を、近隣の身
体活動を支援することに関する合計 16 項目
を調査した。

(2) 身体活動の推進に関連する環境的、社会
的、心理的要因の検討に関して、A 市の中学
生 761 名を対象とし調査を行った。身体活動
は自己報告による放課後学内で実際に体を



動かしている時間を調査した。また、環境的
要因(施設、用具、安全性)、社会的要因(運
動ソーシャルサポート)、心理的要因(運動セ
ルフ・エフィカシー)は質問紙にて調査した。

(3) 校庭の芝生化による身体活動量への影
響の検証に関して、A 市の小学校（全校児童
数 118 名）に在籍する 3年生から 6 年生の全
児童 86 名（男子 50 名、女子 36 名）を対象
とした。7 月下旬から夏休みを挟んだ 9 月上
旬にかけて、校庭 8,610 ㎡のうち、200m トラ
ックの内側およそ 2,500 ㎡が芝生化された。
身体活動の測定には、加速度計（スズケン社
製ライフコーダ）を用いた。本研究では、登
校日における 2時間目と 3時間目の間の中休
み 25 分および昼休み 15分における身体活動
について検討を行った。

４．研究成果
(1) 身体活動に影響をおよぼす環境的要因
を明らかにするため、尺度開発および環境的
要因の認知の違いによる子どもの身体活動
の差を検討した。因子分析の結果、校内身体
活動環境尺度は、3 因子合計 10 項目(用具因
子：3項目、施設因子：4 項目、安全性因子：
3 項目)から構成された。自宅近隣身体活動環
境尺度は、4 因子合計 13 項目(安全性因子：5
項目、魅力的な景観因子：4 項目、治安因子：
2 項目、不快な景観因子：2 項目)から構成さ
れた。学内環境評価得点および近隣環境評価
得点の高群・低群による身体活動時間(分)の
違いを検討した結果、男子では、昼休みの身
体活動時間は、用具因子および施設因子の得
点が高い方が長く、放課後の学内活動時間で
は、用具因子の得点が高い方が長い傾向が認
められた。女子では、昼休みの身体活動時間
は、安全性因子の得点が高い方が長く、放課
後の学内活動時間では、用具因子、安全性因
子の得点が高い方が長いことが認められた。
また、客観的に測定した昼休みの身体活動で
は、用具の得点が高い方が座位活動が短かっ
た。用具が高い方が低強度身体活動が、施設、
安全性の得点が高い方が中等度以上身体活
動の実施時間が長い傾向が認められた。近隣
環境では、安全性因子得点が高い群は低い群
と比較し、学外での余暇身体活動時間が有意
に長く、通学時の歩行時間が短い傾向が認め
られた。また、魅力的な景観因子得点が高い
群は低い群と比較し、通学時の歩行時間が有
意に長かった。さらに、不快な景観因子得点
が低い群は高い群と比較し、通学時の歩行時
間は有意に長かった。本研究の結果から、学
校内および自宅近隣の環境要因の認知が高
いことが身体活動時間の長さと関連してい
ること、また学内および近隣の身体活動に影
響をおよぼす環境的要因は、身体活動を行っ

ている場面により異なっていることから、子
どもの身体活動を推進するためには、これら
の場面により異なる環境的要因に着目し支
援を行っていくことの必要性が示唆された。

(2) 放課後学内の身体活動の推進に関連す
る環境的、社会的、心理的要因の検討を行っ
た結果、男子ではセルフ・エフィカシーおよ
び用具が家族ソーシャルサポートを介し、女
子では施設、安全性がセルフ・エフィカシー
および家族ソーシャルサポート、友人ソーシ
ャルサポートを介し放課後学内の身体活動
に間接的に影響を与えていた。また、セル
フ・エフィカシーは直接的に昼休みの身体活
動に影響を与え、施設および安全性はセル
フ・エフィカシーを介し昼休みの身体活動に
間接的に影響を与えていた。一方、女子では
家族ソーシャルサポートおよび友人ソーシ
ャルサポートは直接的に放課後学内の身体
活動に影響を与えており、施設および安全性、
セルフ・エフィカシーは家族ソーシャルサポ
ートおよび友人ソーシャルサポートを介し
間接的に放課後学内の身体活動に影響を与
えていた。また、用具および友人ソーシャル
サポートは昼休みの身体活動に直接的に影
響を与え、施設、安全性およびセルフ・エフ
ィカシーは友人ソーシャルサポートを介し
昼休みの身体活動に影響を与えていた。本研
究より我が国の子どもにおいて、環境的要因
は身体活動に直接的に影響を与えているだ
けでなく、セルフ・エフィカシーやソーシャ
ルサポートを介し間接的に影響を与えてい
ることが明らかとなった。子どもの学内の身
体活動を推進するためには、身体活動に直接
的に影響を与える心理・社会的要因に働きか
けるためにも、学校環境を整えるための支援
を行うことの必要性が示唆された。

(3) 校庭の芝生化による身体活動量への影
響を検証した結果、中休みにおいて、芝生化
前後で女子の中等度身体活動が有意に増加
した(芝生化前 1.3±0.7 分、芝生化後 1.6±
0.7 分)。男子および女子のその他の強度の身
体活動については、有意な変化は認められな
かった。昼休みにおいては、男女ともに座位
活動が有意に増加し(男子：芝生化前 3.6±
2.7 分、芝生化後 6.8±3.1 分、女子：芝生化
前 3.9±2.3 分、芝生化後 7.5±2.4 分)、低
強度身体活動は有意に減少した(男子：芝生
化前 9.0±2.7 分、芝生化後 5.6±2.1 分、女
子：芝生化前 9.5±2.4 分、芝生化後 6.6±1.9
分)。中等度身体活動、高強度身体活動につ
いては有意な変化は認められなかった。校庭
の芝生化前後で、中休みにおける女子の中等
度身体活動の増加が認められた。一方で昼休
みにおいては、男女ともに座位活動が増加、
低強度身体活動は減少した。以上の結果から、



本研究で実施した校庭の芝生化による身体
活動量増加への効果はわずかながら示され
たが、今後は行動観察法等を用いて身体活動
の質的変化について検討するとともに、対照
群を設定した研究デザインを採用すること
により、校庭の芝生化による身体活動への影
響をさらに詳細に検討していく必要がある。
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